
　

山
都
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
坂
本

靖
也
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

６
月
24
日
に
初
登
庁
し
、
さ
っ
そ

く
職
員
と
と
も
に
私
の
目
指
す
「
山

の
都
づ
く
り
」
を
始
動
し
ま
し
た
。

　

山
都
町
は
、
平
成
17
年
２
月
11
日

に
誕
生
し
、
来
年
２
月
で

20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

全
国
的
に
「
地
方
の
過

疎
化
」
が
進
む
中
、
山
都

町
も
「
人
口
減
少
に
よ
る

少
子
高
齢
化
問
題
」
が
最

大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
中
で
、
山
都
町
は
、

「
熊
本
県
の
県
央
地
域
」

に
あ
り
、
昨
年
は
「
通
潤

橋
の
国
宝
指
定
」
に
続
き
、

九
州
中
央
自
動
車
道
「
山

都
通
潤
橋
Ｉ
Ｃ
」
が
開
通

す
る
な
ど
、
延
岡
市
な
ど

東
九
州
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

良
い
「
九
州
の
へ
そ
」
に

位
置
し
て
お
り
、
数
多
く

の
歴
史
や
伝
統
文
化
、
雄

大
な
自
然
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
九
州
の
へ
そ
」
の
拠
点
性
を
活

か
し
、
町
に
も
と
も
と
あ
る
資
源
と

人
材
を
さ
ら
に
活
か
す
こ
と
で
、
こ

れ
か
ら
が
「
全
国
に
誇
れ
る
山
の
都

に
な
る
チ
ャ
ン
ス
」
で
す
。

　

誰
も
が
「
住
み
た
く
な
る
」「
住

み
続
け
た
く
な
る
」、
安
心
し
て
生

き
が
い
を
実
感
で
き
る
「
山
の
都
づ

く
り
」
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
と
共
に
一

丸
と
な
っ
て
取
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
「
山
の
都
づ
く
り
」
に
向
け
た
取

組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
持
続
可
能
な
農
林
業
を
核
と
し

た
山
の
都
づ
く
り

　

山
都
町
は
、
有
機
農
業
を
は
じ

め
、
農
薬
の
使
用
量
な
ど
が
極
め

て
低
い
慣
行
農
業
に
よ
り
、
昔
か

ら
多
く
の
農
産
物
が
受
け
継
が

れ
、
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
幹
産
業
の
所
得
ア
ッ
プ

を
図
り
、
安
定
し
た
経
営
を
目
指

す
た
め
に
、
国
、
県
の
補
助
に
町

の
補
助
金
上
乗
せ
を
図
り
、
農
林

業
の
経
営
安
定
に
努
め
ま
す
。

②
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
山
の
都
づ
く
り

　
「
出
産
祝
い
金
」
や
「
医
療
費

の
無
料
化
」
な
ど
全
国
で
も
先
行

し
て
き
た
子
育
て
支
援
策
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
引
き
続
き
進
め
て
参

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
世
代
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
す
べ
て
の

子
育
て
家
庭
が
地
域
の
中
で
安
心

し
て
生
活
で
き
、
子
ど
も
た
ち
が

よ
り
豊
か
に
育
つ
、
子
育
て
し
た

く
な
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

③
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
つ
子
ど

も
が
育
つ
山
の
都
づ
く
り

　

少
子
化
が
進
む
中
、
教
育
環
境

の
充
実
の
た
め
、
小
中
学
校
の
在

り
方
に
つ
い
て
早
急
に
方
針
を
示

し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
と
個
性
の
伸

長
を
目
指
し
て
、
学
習
環
境
の
向

上
を
図
り
、
将
来
の
夢
や
希
望
を

持
っ
て
次
の
世
代
を
担
う
人
材
の

育
成
を
支
援
し
ま
す
。

④
高
齢
者
が
元
気
で
生
き
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
山
の
都
づ
く
り

　

生
涯
現
役
で
生
活
で
き
る
健
康

づ
く
り
を
支
援
し
、
一
人
ひ
と
り

が
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
社
会

を
目
指
し
ま
す
。

⑤
自
然
環
境
を
守
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
山
の
都
づ
く
り

　
「
荒
廃
地
の
解
消
」
や
「
既
存

施
設
の
有
効
活
用
」
を
図
り
な
が

ら
、
県
内
３
番
目
の
広
大
な
土
地

に
広
が
る
山
や
川
な
ど
雄
大
な
自

然
を
後
世
に
残
せ
る
よ
う
環
境
に

配
慮
し
た
整
備
や
管
理
を
行
い
、

自
然
を
満
喫
し
て
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

⑥
自
然
と
伝
統
文
化
を
後
世
に
受

け
継
ぐ
魅
力
あ
ふ
れ
る
山
の
都

づ
く
り

　

国
宝「
通
潤
橋
」を
は
じ
め
、「
五

老
ヶ
滝
、聖
滝
な
ど
の
多
く
の
滝
」

「
九
州
脊
梁
山
地
」「
蘇
陽
峡
」「
緑

仙
峡
」「
舟
の
口
水
源
」「
清
和
高

原
天
文
台
」「
唐
傘
松
」「
服
掛
松

な
ど
の
多
く
の
キ
ャ
ン
プ
場
」
な

ど
が
町
全
体
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の

情
報
を
よ
り
効
果
的
に
発
信
し
、

山
都
の
フ
ァ
ン
を
広
げ
ま
す
。

　

山
都
の
三
大
祭
り
「
火
伏
地
蔵

祭
」「
八
朔
祭
」「
文
楽
の
里
ま
つ

り
」
や
「
清
和
文
楽
人
形
浄
瑠
璃
」

「
神
楽
」「
目
丸
棒
踊
り
」
な
ど
多

く
の
伝
承
芸
能
を
後
世
に
継
承
す

る
た
め
、
伝
承
支
援
事
業
支
援
金

を
創
設
し
ま
す
。

⑦
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進

め
、
住
み
よ
い
山
の
都
づ
く
り

　
「
九
州
中
央
自
動
車
道
」
矢
部
・

清
和
・
蘇
陽
間
の
整
備
を
進
め
、

一
体
感
の
醸
成
を
急
ぎ
ま
す
。

　
「
矢
部
阿
蘇
公
園
線
」「
河
内
矢

部
線
」「
稲
生
野
甲
佐
線
」
な
ど

県
道
の
改
良
は
、
地
元
期
成
会
と

と
も
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　

主
要
町
道
の
改
良
を
進
め
、
幹

線
道
路
網
の
整
備
を
図
り
、
安
全

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

⑧
地
域
経
済
の
好
循
環
を
つ
く

り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
山
の
都
づ

く
り

　

九
州
中
央
自
動
車
道
全
線
開
通

を
見
据
え
「
熊
本
市
圏
内
の
通
勤

可
能
な
町
」
と
し
て
「
山
都
モ
デ

ル
の
住
宅
地
整
備
」
に
よ
る
定
住

促
進
と
「
新
た
な
働
く
場
所
の
確

保
」
の
た
め
の
企
業
誘
致
や
空
き

店
舗
の
利
活
用
を
進
め
ま
す
。

　

既
存
の
商
工
業
な
ど
の
支
援
を

行
い
、
町
全
体
の
地
域
経
済
の
底

上
げ
を
図
り
、
賑
わ
い
の
創
出
を

進
め
ま
す
。

⑨
行
財
政
を
見
直
し
し
、
住
民
に

寄
り
添
っ
た
親
し
み
の
あ
る
山

の
都
づ
く
り

　

自
主
財
源
に
乏
し
い
山
都
町
に

お
い
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
要

望
に
応
え
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
続

け
る
上
で
、
財
源
の
確
保
は
大
き

な
課
題
で
す
。

　

１
，
０
０
０
ha
を
超
え
る
町
有

林
の
適
切
な
管
理
を
進
め
、
財
源

と
し
て
の
資
金
化
を
図
り
ま
す
。

　

町
有
の
遊
休
地
や
遊
休
施
設
の

処
分
を
進
め
、
財
産
管
理
の
軽
減

を
図
り
、
必
要
な
施
設
の
充
実
に

取
組
み
ま
す
。

　

多
様
化
、
膨
大
化
す
る
業
務
の

見
直
し
を
行
い
、
窓
口
業
務
改
善

や
省
力
化
を
図
り
、
職
場
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真
に
必

要
な
業
務
に
「
職
員
が
住
民
の
皆

様
に
寄
り
添
っ
た
対
応
」
が
で
き

る
体
制
を
作
り
ま
す
。
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